
清
儒
命
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注

の

薦

島

俊

翁

一

、

宋
明
の
性
理
學
者
は
、
凡
て
佛
駿
、
殊

に
灘
宗
系
の
思
想
を
以
て
儒
殺
を
理
解

し
た
が
、
就
中
宋

の
陸
象
山
、
朋

の
王
陽
明
の
思
想
學
・問

は
尤

も
之

に
近

い
も
の
が
あ
る
。
そ

こ
で
こ
の
陸
王
の
學

が
盛
で
あ
つ
た
明
末
か
ら
清
初

に

は
佛
敏
の
研
究

が
儒
學
者
の
間

に
随
分
盛

に
行
は
れ
だ
も
の
で
あ
る
。
清
朝
だ
け
で
も
帝
王
で
自
ら
佛
激

を
信
じ
、

特

に
繹

の
方
面

に
心
を
傾
け
た
も
の
が
か
な
り
多

い
。
彼
の
雍
正
帝

(
一
七

二
三
1

一
七
九
四
在
位
)
の
如
き
は
熟
心

な
崇
秤
家
で
親
王
の
邸
宅
を
寺
に
改
め
た
ε
い
ふ
程

で
あ

る
し
、
次
の
乾
隆
帝

(
一
七
三
五
～

N
七

九
四
在
位
)
な
ご

も
佛
學

に
研
究

の
手
を
染

め
て
ゐ
π
ら
し

い
o
(註
}
)か
う
し
た
事
實

が
蔵
接
清
朝
儒
者

の
佛
漱
研
究

に
影
響

し
た
ビ

言

ふ
謬
で
は
な
い
に
し
て
も
、
清
朝
で
は
先

づ
乾
隆

の
頃
か
ら
有
名
な
學
者
で
佛
學
に
深
く
心
を
潜

め
る
人

々
が
出

て
來
て
ゐ
る
。
尤
も
乾
隆
の
時
代
で
は
、
概

し
て
言

へ
ば
南
方

の
學
者
ご
北
方
の
儒
ε
の
傾
向
が
蓮

つ
て
居
て
、
北

方

の
儒
は
疽
漱

に
興
昧
を
持
ち
、
南
方
の
儒
者
は
多
く
佛
数
を
研
究
す

る
風
が
あ

つ
た
。
當
時
有
名
な
學
者
で
.
藤

香
聞

(名
起
鳳
字
家
三
)
ε
云
ふ
人
が
あ
る
。
小
父
の
不

二
和
爾

(廣
巌
編
公

)
に
楊
州
法
雲
寺
で
養
は
れ
、
大

い
に
出

消
儒
余
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

二
七



清
儒
余
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

二
入

世
間
底
を
論
究
し
て
解
悟
す

る
所
が
あ
り
、
儒
佛
に
出
入
し
て
交
名
を
畢
げ
乾
隆
帝
の
南
幸

に
際
し
て
召
試

に
癒
せ

よ
う
こ
し
た
事
が
あ
る
o
(
註
二
)

叉
瑞
金
の
人
、
羅
皇
山

(名
有
高
)
の
如
き
も
、
教
を
宋
道
原

か
ら
受
け
て
、
程
明
遣
、
陸
象
山
、

王
陽
明
、
羅
念

奄

の
書
を
喜
び
、
輻
じ
て
當
時
大
司
馬

で
有
名
な
儒
家

の
彰
芝
庭

(啓
幽
)
の
門
に
入
つ
て
其
子
彰
尺
木

ピ
共

に
浮
業

を
修

め
門
關
を
鎖
す

こ
ご
七
十
日
、
首
携
嚴
経
を
護
ん
で
墾
究
し
、
或
時
は
櫓
含
に
在

っ
て
華
嚴
経
を
日
々
讃
諦
し

念
佛
三
昧
を
修

し
、
尋

い
で
楊
州
高
曼
寺
の
照
月
和
爾
の

瞼
峻
な

門
庭

に
墾
じ
て

途

に
灘
要
を

獲
得
し
て
ゐ
る
。

(
註

三
)

同
時
代

の
大
家

で
儒
繹

に
造
詣
す
る
庭
の
深
か

つ
た
人
に
注
愛
盧

(結
)
即
ち
大
紳
先
生
が
あ

る
。
肚
年
の
頃
、
陳

龍
川

の
文
集
を
護

ん
で
其

の
人
ε
な
り
を
慕
ひ
大

い
に
世

に
用
ゐ
ら
れ
ん
事
を
思
う
た
が
、
や
が
て
宋
儒

の
五
子

の

書
を
護

み
叉
西
來

の
梵
書
を
讃

む
に
及

ん
で
、
始
て
其

の
非
な
る
こ
ご
を
悟

り
、
趙
宋
以
來
儒

ご
佛

ご
が
事
ひ
、
儒

ご
儒

と
が
孚
う
て
鰺
葛
紛
紙
た
る
も
の
あ

る
も
、
能
く
之
を
正
す

も
の
が
無

い
ご
憤

慨
し
て
、
其

の
同
異
を
統

「
し

其
の
隔
関
を
蓮
す
る
爲
に
、

明
の
趙
大
洲

の
二
通

の
作
に
彷

つ
て
二
録
三
録

ご
云
ふ
書
を
著
し
、
又
讃
書
四
十
侮
私

記
な
る
著
を
出
し
て
大
い
に
佛
激
思
想
を
鼓
吹
し
た
こ
ご
が
あ
る
。
(註
四
)彼
の
友
人

で
、
前

の
羅
壷
曲

と
も
友
交
の

厚
か

つ
た
彰
尺
木

(紹
升
)
も
如
上

の
人

々
ご
同
趣

の
傾
向
を
持

つ
た
學
者

で
あ
っ
て
、
乾
隆
時
代
に
於
け

る
佛
激
研

究
家

こ
し
て
は
中
心
人
物
で
あ

る
。



彰
尺
木
は
乾
隆
三
十
四
年

の
進
士
で
、
父
は
大
司
馬
と
な
り
名
家
を
以
て
聞
え
た
上

に
當
代
の
大
儒
あ
る
所
の
彰

芝
庭
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
初
は
洛
陽
質
誼

の
人
と
な
り
を
慕

つ
て
建
臼
を
以
て
功
名
を
千
載

に
残
さ
う

ビ
云
ふ
野
心

が
あ
つ
た
人

で
あ
る
が
、
後

に
先
儒

の
書
を
護
破
す

る
に
及
ん
で
陸
王

の
學
に
共
鳴
を
持
ち
、
葎
香
聞
や
注
大
騨
な

ざ

、
游
交
し
て
大
藏

経
の
閲
護

を
や
り
、
佛
教
の
悪
奥
を
究
め
て
、
寒
素
な
生
活
に
無
欲

な
安
住
を
求

め
た
o
彼

は

持
戒
甚
だ
嚴
粛
な
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
上
來

の
人

々
ご
は
蓮

つ
て
繹
よ
り
も
早
く
浮
土
門

に
蹄
入
し
、
又
古
交

を

治

め
掌
故

に
通
じ
、
名
臣
、
良
吏
、
儒
者
の
言
行
を
述
作
し
信
仰
を
告
自
す

る
な
ざ
、
卓
然
ε
し
て
後
世

に
傳

ふ
べ

き
も
の
を
獲
し
て
ゐ
る
が
、
當
時
南
方

の
儒
家
が
好
ん
で
作

つ
た
語
録
騰

の
文
で
は
な
く
、
江
藩
も
云

つ
て
ゐ
る
標

に
、
彼
の
論
學

の
文
は
「
精
心
密
意
、
紀
律
森
然
、
談
暉
之
作
、
亦
揮
言
爾
雅
、
不
レ渉
昌暉
門
語
録
悪
習
一」
も
の
で
あ

っ
た
。
彼
は
浄
土
の
行
者

ご
し
て
篤
信
の
學
者
で
あ

つ
た
が
最
後
は
や
は
b
向
上
の
第

一
義
を
墾
究
す

べ
く
暉
門

に

蹄

し
た
様
に
見
え

る
o
(
註
五
)

此
他
史
學
に
造
詣
の
深

い
常
熟
の
人
程
在
仁
も
注
愛
庵
の
風
を
欽

し
て
之

に
師
事
し
、
陸
王

の
學
に
入
り
、
僑
含

を
假
り
て
偏
く
大
藏
経
を
閲
し
十
有
籐
年
儒

ご
佛

ε
を
學
ん
で
ゐ
る
。
(
謎
六
)

以
上

の
如
き
乾
隆
頃

の
薯
名
な
學
者
で
佛
教
に
入
り
修
暉
に
身
を
委

ね
た
人

々
は
、
殆

ん
.ε
凡
て
が
陸
王
の
學

者

で
あ
つ
て
、
浮
灘

の
研
究

に
よ

つ
て
人
欲

を
捨
て
、
以
て
心
性

の
源
泉

に
徹
し
所
謂
見
性
直
入
の
盤
鹸
を
求
め
て
ゐ

る
者
で
あ
る
Q
然

る
に
乾
隆
以
後

に
出
た
學
者
の
態
度
は
、
彼
等

ε
は
稽

々
色
彩
を
異

に
し
、
痙
路

が
違

つ
て
ゐ
る
。

浩
儒
愈
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
一)

ご
九



清
儒
余
曲
園
ε
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

三
〇

ε
云
ふ
の
は
清
朝
の
儒
學
は
已
に
乾
隆
嘉
慶

の
時
代
か
ら
、
從
來
の
宋
明
風
の
盤
理
學

に
飽
き
て
、
復
古
曲
な
思
想

に
な

つ
て
來

て
居

り
、
所
謂
漢
學
熟

が
出
來
て
來
て
ゐ
た
G
漢
學

ε
い
つ
て
も
、
古
文
家

ご
今
文
家

こ
の
二
涙
が
あ

つ
て
、

一
は
東
漢

の
學
者
師
ち
許
愼
や
鄭
玄
、
馬
融

の
如
き
訓
話
考
讃
に
傾
き
、

一
は
西
漢

の
経
師
即
ち
伏
生
や
董

仲
寄
、
何
休
な
ご
の
微
言
大
義
を
知
ら
う
ご
す

る
紳
秘
派
に
薦
す

る
も
の
ご
が
あ

る
が
、
就
中
後
者
の
學
者
で
所
謂

公
羊
學
涙
に
系
統

づ
け

ら
れ

る
入

々
の
間
に
佛
厳

の
研
究

が
盛

に
行
は
れ
出
し
た
。
固
よ
り
於
羊
流
の
學
問
は

一
種

の
天
人

の
學
で
あ

つ
て
宗
教
的
色
彩
が
濃
厚

で
あ

る
所
か
ら
、
其
派
の
學
者
達

が
佛
激
の
原
理
に
研
究
の
方
向
を
取

る
ご
言

ふ
こ
ご
は
、
或
は
當
然

の
事
で
あ

る
ε
言
ひ
得
よ
う
。
か
う
し
π
意
昧

の
學
者
で
は
先

づ
第

N
指
を
天
才
的

な
交
章
家

で
公
羊
學

を
主
張
し
た
断
江
の
人
襲
肖
珍
(定
竈
)
に
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
襲
宮
珍
は
楊
湖
涙
公
羊
學

の
大
家
劉
逢
隷

(
一
七
七
六
f

一
入
二
九
)
の
門

に
出
だ
學
者

で
滋
光
九
年
の
進
士
で
あ
る
。
彼
は
経
學

の
方
面
で
は

師
承

の
公
羊
學
的
研
究
を
持

つ
て
五
縄
の
大
義
を
閲
明
し
ょ
う
ご
カ

め
た
の
み
な
ら
す
歴
史
地
理
に
詳
し
く
卓
見
を

示
し
て
ゐ
る
。

が
晩
年
に
は
佛
激
の
研
究

に
入
り
、
殊
に
天
台

の
教
理
を
索

つ
て
摩
詞
止
観

に
漣
じ
重
輯
六
妙
門
序

や
登
大
心
文
な
ご
を
書

い
て
ゐ
る
。
(註
七
)然
し
彼
は
経
學
ε
佛
敏

ε
を
調
和
し
た

こ
言

ふ
程

の
こ
ご
は
な
く
信
仰

の

上
か
ら
佛
學

に
志
し
た
に
過
ぎ
な

い
け
れ
共
、
後
起
の
公
羊
學
者
に
影
響
す

る
所
が
多

い
、
彼

ご
同
門

の
友
人
で
湖

南
出
身
の
魏
源

(黙
深

一
八
四
五
死
)
も
、
亦
溢
光
二
十
五
年
(
一
入
四
五
)
の
進
士
で
襲
自
珍
ご
相
並
び
稻

せ
ら
れ
、

清
朝

の
歴
史

に
詳
し
く
、
西
漢
今
交
の
學
を
奉
じ

て
詩
、
書
の
研
究

を
な
し
間

々
濁
創

の
見
を
著
し
て
ゐ
る
人
で
あ



ヲ○
が
、
彼

も
亦
晩
年

に
は
佛
激
を
究

め
澤
土
激
を
鼓
吹
し
澤
土
四
激
、
無
量
壽
維
會
輝
な
ご
の
書
を
公

に
し
肖
ら
菩

薩
戒
を
う
け
、
名
を
改
め
て
承
貫
ご
幕
し
π
程
で
(註
八
)
叉
後

の
今
文
家

に
影
響

や
與

へ
て
ゐ
る
。

是
等

の
人

々
ご
殆
ざ
同
時
に
命
描
が
出
て
ゐ
る
。
愈
継

(
一
八
ニ
ニ
i

一
九
〇
六
)
字
は
陰
甫
、曲
園

ご
號
し
徳
清
の

人
で
溢
光
三
十
三
年

の
…進
士
で
あ
る
。
春
在
堂
全
書
に
牧

め
ら
れ
て
ゐ
る
曲
園
昌
述
詩
自
注

に
擦

る
ご
、
四
歳

の
時

か
ら
母

の
郷
里
臨

亭
鎭

に
居

り
臨
李
の
孫
氏

の
書
屋
で
護
書
し
更
に
戴
飴
仲
先
生
に
從
學
す

る
こ
ご
五
年
り(
註
九
)
ご

あ
る
の
み
で
十
五
歳
以
後

は
別
に
定

つ
だ
師
を
選

ん
で
ゐ
な
い
機
で
あ
る
。
然
し
彼

の
同
郷
の
先
輩

π
る
陽
湖
振

の

學
者
戴
望

(
一
入
三
七
f

一
入
七
三
)
と
は
深
く
學
問
上
の
交
際
を
結
ん
で
ゐ
る
事
が
彼

の
書
簡
集
(
註
一
〇
)
に
よ

つ
て

覗
は
れ
る
か
ら
、
戴
望

な
ご
の
公
羊
思
想
の
影
響
も
受
け
た

で
あ
ら
う
。
元
來
愈
曲
園
は
純
粋
な
公
羊
學
涙
の
人
で

あ
る
ε
は
断
言
出
來
な

い
人
で
あ
る
が
、
彼
が
後
年
退
官

の
後
蘇
州

に
住
ん
だ
頃
、
戴
望

の
師
で
あ

る
宋
翔
鳳
が
生

存

し
て
ゐ
た
の
で
、
彼

か
ら
陽
潮
涙

の
公
羊
説
を
學

ん
だ
の
で
あ

つ
て
、
公
羊
學

に
も
よ
く
通
じ
公
羊
家

の
立
涙
か

ら
春
秋
を
解

し
た
達
齋
春
秋
説
、
春
秋
天
子
之
事
論
な
ざ
を
著
作
し
て
ゐ
る
か
ら
、
彼
の
學
問

に
は
公
羊
的
色
彩
が

か
な
り
に
多

い
。
(註
=

)

然

し
禽
曲
園

の
學
風
は
何
ご
云

つ
て
も
高
郵
涙
の
王
念
孫
や
王
引
之

に
負

ふ
所

が
多

い
、
勿
論
直
説
彼
等
に
師
事

し
だ
の
で
は

な

い
が
、
彼

の

名
藩
、
群
経
李
議

三
十
五
憲
、
諸
子
準
議

三
十
五
憲
、
(
註
一
二
)古
書
疑
義
畢
例
七
憲

(
垂

三
)
の
如
き
継
全

く
王
念
孫
の
経
義
述
聞
、
讃
書
雑
誌
或

は
王
引
之

の
経
傳
輝
認
に
彷

つ
だ
も
の
で
、
其

の
態
度

清
儒
愈
田
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

三



清
儒
命
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
一)

三
二

は
宋
朝
以
來
の
性

理
學
者

の
謬
癖
を
避
け

て
古
典

の
文
字
を
聲
音

に
注
意

し
、
字
形

よ
り
も
假
借
を
以
て
調
話
を
究

め
ん
症
し
た
の
で
、
経
學

の
上

に

一
道

の
光

明
を
投
じ
た

の
み
で
な
く
、
清
朝

に
於
け

る
諸
子
學
研
究

の
導
火
線
を

爲
し
た
威

が
あ
る
。
孫
詰
譲
の
墨
子
間
話

ε
か
王
先
謙
の
筍
子
集
解
の
如
き
は
箭
継
の
學
問
に
負

ふ
所
が
甚
大
で
あ

る
ご
見
得
る
。
而
し
て
彼
が
博
覧
多
識
考
謹
精
密
な
述
作
を
残
す

こ
ビ
が
出
來
た

の
も
、更

に
清
初
の
鴻
儒
顧
炎
武

の

影
響

も
鮮
く
な
い
ε
思

ふ
。
そ
れ
は
彼
が
十
九
歳

の
青

年
の
時
代
か
ら
顧
炎
武
の
日
知
録
を
愛
護
研
究
し
其

の
小
箋

N
憲
を
作

つ
て
ゐ
る
こ
こ
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
兎
に
角
禽
極
は
絶
倫

の
精
力
家

で
其

の
全
集
た
る
春
在
堂
全
書
は

堂

々
五
百
憲
ご
い
ふ
大
部

な
も

の
で
清
朝

一
代
を
通
じ
て
個
人
の
著
作

ε
し
て
是
程
彪
大
な
も
の
は
他
に
例
を
見
得

な
い
の
で
あ
る
。
彼

が
か
う
し
た
述
作
研
究

に
人

る
前

は
清
儒
の
誰

も
が
し
淀
や
う
に
官
吏
生
活

で
あ

っ
た
。
彼
は

遣
光
庚
戊
三
十

三
年

に
當
代
の
大
政
治
家
曾
國
藩

の
下

に
甲
第
第

一
番
で
進
士
に
及
第

し
翰
林
院
庶
吉
士
ε
な
り
、

成
豊

五
年
河
南
學
政

に
畢
げ
ら
れ
た
が
、
些
事
を
以
そ

揮
劾

せ
ら
れ
七
年
退
官
し
て
か
ら
蘇
州

に
閑
居
し
て
薯
蓮
を

專
ら
ビ
し
π
。
其
後
彼

ご
同
年

で
親
交
の
あ

つ
た
李
鴻
章

に
推
薦
せ
ら
れ
て
、
曾
て
玩
元
の
創
立
し
た
杭
州

の
話
経

精
魁

の
講
席
を
主

り
三
十

一
年
の
久

し
き
校
長

こ
し
て
多
歎
の
英
才
を
打
出
し
た
。
晩
年
は
郷
里
徳
清
に
艀
居
し
專

ら
佛
激

の
研
究
に
終
始
す

る
に
至
つ
た
。

吾
入
が
こ
、
に
紹
介

せ
ん
こ
す
る
曲
園

の
金
剛
経
注
も
彼

の
晩
年
内
子
眺
夫
入
が
光
緒
五
年
己
卯
(
噸
入
七

九
)
を

以

て
逝
去
し
た
爲

に
其

の
冥
幅
を
所

る

べ
く
金
剛
経
訂
義

一
雀
を
手
書
し
(垂

四
)其
後

調
議
之
を
久
う
し

で
其

の
要

■



を
得
ざ
り
し
事
を
悟

っ
て
更

に
光
緒
九
年

(
一
八
入
三
)
金
剛
経
注

二
懇
を
著
し
た
も
の
(註
一
五
)
に
擦
ら
ん
こ
す

る
の

で
あ

つ
て
、
彼
が
儒
家

か
ら
信
仰
生
活

に
入
り
、
其

の
該
博
な
考
讃
的
手
腕

に
よ

つ
て
所
謂
話
経
の
法
を
以
て
佛
経

を
讃
ま
う
と
す

る
業
績
を
覗
は
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

二

、

箭
曲
園
の
金
剛
経
に
向

つ
て
下
し
た
意
見
は
上
述
の
金
剛
経
訂
義

一
窓
並

に
金
剛
経
注
二
憲
の
中

に
盤

さ
れ
て
ゐ

る
外
、
更
に
金
剛
経
中

に
所
謂
四
句
偶

に
關
す

る
考
謹
が
彼
の
随
筆
な
る
茶
香
室
叢
鋤
憲
十
三
の
中

ご
春
在
堂
随
筆

憲
七

の
申

ご
に
著
は
れ
て
ゐ
る
。
吾
入
は
今
光
緒

二
十
三
年

(
一
入
九
七
)
の
重
定

に
か

、
る
春
在
堂
全
書

に
牧

め
ら

れ
て
ゐ
る
も
の
を
底
本
ご
し
て
記
述
を
す

、
め
た

い
ご
思

ふ
。

・

元
來
愈
曲
園

の
注
す

る
所

の
上
遽
の
経
文
は
、
最
古
の
漢
課
本
た
る
羅
什
課
の
も
の
の
塁
本
で
あ

つ
て
、
間

々
新

諜

の
も
の
を
引

い
て
自
己

の
所
論
を
助
け
た
場
合
も
あ
る
が
、
全
膿

に
於
て
羅
什
課

に
糠

つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

今

日
廣
く
行
は
れ
て
ゐ
る
本
文
で
あ
る
ε
典
に
、
我
繹
門

で
夙

に
提
唱

さ
れ
る
川
老

の
注

ビ
は
其

の
本
交
が
同

一
で

あ
る
か
ら
.
爾
者

の
見
地
の
相
異
を
比
較
し

て
見
る
に
は
頗

る
便
利
な
も
の
が
あ
る
。

そ

こ
で
箭
曲
園

の
本
経
に
醤
す

る
見
解
ビ
し
て
、
其

の
根
本
思
想
ご
も
云
ふ

べ
き
も
の
は
、
其

の
金
剛
経
注

の
序

文
並

に
訂
義

の
中
で
詳
論
し
て
ゐ
る
所

の
、
本
経

の
本
旨

に
關
す

る
濁
自
の
立
場

で
あ

る
。
彼
は
曰
く
、
本
経
は
五

清
儒
熊
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

三
三



清
儒
余
曲
園
ミ
そ
の
金
緬
…経
注
(
一
)

三
四

麗
が
鍛
俗

に
渤
め
て
諦
護

せ
し
め
、
此
経
を
議
す

れ
ば
見
性
成
佛
す

る
事

が
幽
奈

る
ε
謂
つ
て
よ
り
以
來
澄

の
重

ん

す

る
所
こ
な

つ
た
の
で
あ
る
が
(註
=
ハ)余

は
嘗
て
此
経
夢
三
復
し
て
籟
に
経
の
大
旨
が
、
佛
須
菩
提
に
告
げ
て

慮
如
是
住
。
如
是
降
伏
其
心
(第
二
分
)

ビ
碑
せ
ら
れ
た
黙

に
在
る
こ
ビ
を
鱈
す
る
者
で
あ
る
。
是

に
云
ふ
住

ε
は
此

心
に
住
す

る
の
意

で
あ
う
、
降
吠

ε
鳳

此
心

に
降
伏
す

る
事

で
あ

つ
て
、
此
心
ご
は
所
謂
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
其
者

に
他
な
ら

ぬ
。
邸
ち
住
ご
言

ひ
降

伏
す

ご
云
ふ
も
等
し
く
此

の
阿
褥
多
羅

三
親
三
菩
提
心
で
あ

つ
て
、
其
間
相
離
れ
た
別
の
内
容

を
存
す

る
義
は
無

い
◎

帥
佐
即
降
伏

で
あ

る
Q
住
す

れ
擢
實

、
降
伏
す
れ
は
虚
、
是
を
以
て
無
實
無
虚

で
あ

る
。
(
註
一
七
)

俗
解

で
は
、
住

は
眞
心
、
降
伏
は
妄
心
の
上

に
在

る
ご
見
て
、
置
ハ心
は
當

に
住

め
て
之

を
し
て
不
退
轄
な
ら
し
め
、

妄
心
は
當

に
降
伏
し
て
之
を
し
て
擾
蹴
せ
ざ
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
言

ふ
風

に
、
此

45
を
眞
妄

二
面

に
分
別
し
て
考

へ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
全
く
語
氣
を
失

つ
た
見
方
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
如
來
立
数
の
本
旨
を
謬
る
も
の
で
あ
る
。

彼

の
明
の
洪
武
年
間

に
宗
渤
が
詔
を
奉
じ
て
、

金
剛
経
を
注
し
た
が
、
其
も
亦
從
來

の
謬
見
を
襲
う
て
ゐ
る
。
経
義

の
晦
き
こ
ε
久
し
ご
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

又
本
経
に
は
、
「
不
住
色
布
施
。
不
住
聲
香
味
鰯
法
布
施

」
ご
説
か
れ
て
あ
る
が
、
皆
不
住
を
以
て
直

に
住

こ
し
て

ゐ
る
。
不
住
を
以
て
住
こ
す

る
こ
ご
は
則
ち
帥
住
帥
降
伏
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ

る
。
其
義
は
更

に
第
十
七
分

の

爾
時
須
菩
提
白
佛
言
。
世
尊
。
善
男
子
善
女
人
登
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。
云
何
癒
柱
云
何
降
伏
其
心
。
佛
告



須
菩
提
善
男
子
善
女
人
畿
阿
褥
多
羅
三
窺

三
菩
提
心
者
。
當
生
如
是
心
。
我
癒
滅
度

一
切
衆
生
o
滅
度

叫
切
衆
生

巳
而
無
有

一
衆
生
實
滅
度
者
。

・

ご
云
ふ
言

に
よ
つ
て
も
明

に
せ
ら
れ
る
。
此

の

一
分

は
元
來

「
第
二
分
の
義
を
反
復
申
説
し
た
も
の
で
其
の
意
味
は

全
く
等
し

い
。
我
慮
滅
度

一
切
衆
生

ご
云
ふ
の
は
師
ち
所
謂
、
「
慮
如
是
住
」
で
あ
る
。
「
滅
度

一
切
衆
生
已
而
無
有

一
衆
生
實
滅
度

君
」
、
と
云
ふ
の
は
師
ち
所
謂
「
鷹
如
是
降
伏
其

心
」
で
あ
る
。
此

の
歎
語
を
得
來

つ
て
覆

つ
て
第
三
分

の
文
義
を
見
れ
ば
甚
だ
朋
瞭
こ
な
る
。
故

に
第
四
分
の
末
に

菩
薩
無
住
相
布
施

ご
い
ひ

菩
薩
但
癒
如
所
激
住

ご
言

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
上
交

の
住
が

一
義
を
爲
し
、
降
伏

が

一
義
を
爲
す

ど
し
て
此
交
に
は
降
伏

に
は
及

ば
ぬ

が
蓋
し
「
但
懸
如
所
漱
住
」
ε
い
へ
ば
即
往
邸
降
伏
で
あ

る
。
俗
解
で
は
此
の
佳
の
字
を
ば
止
の
字

の
解
に
考

へ
、
不

住

の
住
を
ば
染
著

の
鮮
に
作

る
が
故
に
殊

に
其
旨
を
失
ふ
も
の
と
な

つ
て
ゐ
る
。
今
儒
道
の
方
面
か
ら
之
を
言

へ
ば

論
語
に

子
貢
問
日
。
有
・
一
言
而
可
一一以
絡
身
行
ジ
之
者
晶乎
。
子
日
。
其
恕
乎
。
己
所
レ不
レ欲
。
勿
レ施
一於
入
噌。

(衛
難
公
)

こ
い
ふ
は
節
ち
「
慮
如
是
住
」
で
あ

る
。

溝
儒
愈
曲
園
定
そ
の
金
副
経
注
(
一
)

三
五



清
儒
愈
曲
園

亡
そ
の
金
一剛
経
注
(
一
)

一ご
山ハ

子
貢
日
。
我
不
レ欲
　人
之
加
一一諸
我
」也
。
我
亦
欲
レ無
p加
二諸
人
一。
子
日
。
賜
也
。
非
爾

所
7及
也
。

(公
冶
長
)

こ
い
ふ
は
郎
ち
「
慮
如
是
降
伏
」
で
あ
る
o
叉

子
日
。
衣
二徹
維
抱
一。
與
下衣
二狐
酪
一者
轟立
。
而
不
レ恥
春
。
其
由
也
與
。
不
p伎
不
レ求
。
何
用
不
レ域
。

(子
牢
)

ご
は
「
慮
如
是
住
」
で
あ
る
。

子
路
絡
身
諦
レ之
。
子
日
。
是
道
也
何
足
昌以
減
一。

(子
牢
)

こ
い
ふ
は
「
癒
如
是
降
伏
」
で
あ
る
。
(註
一
八
)

思

ふ
に
命
曲
園
が
こ
、
に
論
語
を
引
合

に
出
し
元
の
は
如
何
な
る
意

で
あ
ら
う
か
。
固
よ
り
儒
家

の
論
語
に
於
け

る
解
鐸
は
甚
だ
多
様
で
定
説
を
畢
励
る
事

も
中

々
容
易
で
な

い
場
合
が
屡

々
あ

る
。
け
れ
共
命
曲
園
は
大
膿

に
於
て

論
語
に
つ
い
て
は
古
注
を
蓮
奉
す

る
學
者
で
あ
る
か
ら
、
其

の
立
場
か
ら

こ
の
章
を
眺

め
た
ε
思

ふ
の
で
あ
る
が
、

最
初

の
衛
雲
公
篇
の
場
合
は
孔
子

が
子
貢
に
恕
を
説

い
て
、
己

の
欲
せ
ざ

る
所
は
他
人

に
も
施
す
無

き
行
が
帥
ち
恕

の
道
で
あ
る
。
此

の
恕
ご
い
ふ

日
言
を
以
そ

絡
身
貫
通
す

べ
き
だ

ε
言

ふ
の
で
あ
る
。
慮

で
公
冶
長
篇
で
は
、
子
貢

が
恕
の
蓮

に
住
す

ご
自
任
す

る
に
樹

し
て
「
賜
や
爾

の
及

ぶ
所

に
非
す
」
ご
之
を
否
定
す

る
標
な
ロ
吻
を
洩

し
て
ゐ
る
。

こ
、
の
孔
子
の
言
葉
は
孔
安
國

の
注
に
よ
る
ゼ
、

言
不
レ能
一止
"人
使
ジ
不
レ塑

一非
義
於
己
一。

ご
な

つ
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
子
貢
の
望
む
厨
の
恕
の
道
即
ち
自
己
の
願

ふ
所
を
凡
て
心

の
如
く

(恕
の
字
の
義
)
あ
ら
し



め
る
ご
言
ふ
こ
ご
は
、
聖
入
露
子
ご
錐
も
中

々
の
難
事
で
あ
る
Q
然
る
に
肖
ら
恕
を
以

て
霞
ら
任
す
る
者

ε
信
す
れ

ば
、
そ
こ
に
生
じ
π
自
負

の
心
が
同
時

に
懇
の
滋
を
離
れ
し
め
る
も
の
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
、い
か
。
孔
子
が
子
貢

に
汝

の
能
く
す

る
筋
に
非
す
ご
は
言
は
す
し
て
、
及
ぷ
所

に
非
す
ご
い
つ
た
の
は
、
子
貢
に
勢
し
て
無
論
之
を
禁
じ

π
ビ
言
ふ
繹

で
な
く
之
を
厨
ま
し
之

に
勉

め
し
め
る
意
志
か
ら
登
し
π
も
の
に
相
蓮
な

い
o
(注
+
九
)故

に

一
方
で
恕

を
肯
定
し
乍
ら
或
時
は
同
じ
人
に
恕
を
否
定
す

る
が
如
く
見
え
て
實
は
、
眞
實

に
恕
を
騰
験
し
得

る
溢
を
駿

へ
た
事

に
な
る
。
郎
ち
恕

に
住

せ
ね
ば
な
ら
粗
が
、
同
時

に
此
が
恕
だ

こ
昌
己
満
足
を
表
す

こ
ε
に
な
れ
ば
、
そ

こ
に
恕

が

な

い
こ
ご
に
な

る
。
恕
を
行

つ
て
恕
を
知
ら
す
、
恕

に
住
し
て
恕
に
執
着
せ
ざ
る
勝
に
眞
實

の
恕

が
生
き
て
來
る
筈

で
あ
る
。
孔
子

の

一
言

が
そ
こ
ま
で
徹
底

し
て
見
ら
れ
た
時

に

一
は
慮
如
是
住
で
あ
り
、

一
は
如
是
降
伏
其
心
で
あ

る
事

が
明
瞭
に
な
る
ε
思

ふ
。

次

の
子
撃
篇
中

の
場
合
は
同
標

で
、
子
路
が
外
形

に
執
は
れ
す
弊
衣
を
纒
う
て
貴
顯
の
前

に
立

つ
も
内

心
恥

つ
る

所
が
な

い
ε
い
ふ
黙
は
、
「
伎
は
す
、
求

め
す
」
し
て
貧
悪
伎
害
を
疾
ん
だ
古
詩
の
心
に

一
致
し

て
ゐ
る
の
で
、

何
威

に
不
善

が
あ
ら
う
。
子
路
は
實

に
純
眞
な
心
の
持
主
で
あ

る
ご
孔
子
が
之
を
推
賞
し
た
。

こ
、
は
懸

に
此
の
心

に
住

す

る
事

の
要
當
性
を
孔
子
が
認

め
た
も

の
で
あ
る
が
、
子
路

は
之
を
聞

い
て
、「
不
レ枝
不
レ害
」
繍
翻
徽
雄
て
ふ
詩
を
李
常

　
　

に
ロ
諦
し
、
宮
ら
此
に
任
じ
大

い
に
得
意
が

つ
た
繹

で
あ
る
。
か
う
な
る
ビ
孔
子
は

「
何
ぞ
以

て
癒

ご
す
る
に
足
ら

ん
」
と
戒

め
抑

へ
た
の
で
、
「
降
伏
其
心

」
ε
言

ひ
得

る
。
帥
ち
眞
に
子
路

が
不
枝
不
害

の
入
ご
成
り
絡

る
爲
に
は
「
不

清
儒
余
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
憎)

三
七



清
儒
爺
曲
園
定
そ
の
金
剛
纏
注
(
一
)

三
入

妓
不
害
」

ご
い
ふ
心
に
、捕
は
れ
て
ゐ
て
は
な
ら
な
い
o

こ
》
に
住
即
降
伏

の
意

を
以
て
孔
子
の
肺
肝

ざ
見
ね
ば
な
ら

ぬ
、
亡
命
曲
園
は
最
も
徹
底
し
覧

方
を
し
た
も
の
愚

ふ
。
(讐
灘

難

罵

監
喫

鰹

嫌
融

藤
縷

輕
耀

献

癬
無
鰹
講
蹴
蕪
蝿
霧
騙
雑
足)

か
う
し

た
考

か
ら
見
る
ε
儒
家
の

方
で
も
、
實
を
日
ふ
こ
ビ
虚

の
如
く
で
金
剛
経
の
無
實
無

虚

ご
言

ふ
意

ご

一
致

す

る
o
若
し
住
す

る
所
な
け
れ
ば
虚

に
渉

る
で
あ
ら
う
し
住
す
る
所
有
り
芒
す
れ
ば
叉
實

に
滞

る
こ
ご
に
な
る
。
そ

れ
で
あ
る
か
ら
「
慮
如
是
住
如
是
降
伏
其
心
」
ご
説
い
て
無
我
無
執
着

の
境
を
開
示
し
た
も
の
で
あ
る
o
此
黙
は
愈
曲

園
の
言
に
よ
れ
ば

儒
理
佛
理
。

一
以
貫
レ之

(
金
剛
経
訂
義
第

一
)

で
あ
る
。
而
し
て
是
維
は
こ
の
帥
住
帥
降
伏

の
旨
を
推
論
し
て
「
無
レ法
レ可
レ得
、
無
7法
レ可
レ説
」

ご
言
ふ
に
至

つ
て
眞

に
無
上
甚
深
の
妙
義
ε
な
る
の
で
あ
る
。

然

る
に
佛
教
家

の
申

で
此
思
想
を
支
那
に
流
轄
し
て
か
ら
人
を
し
て
佛
法
を
輕
蔑

せ
し
む

る
を
催
れ
て
、
遽

に
其

の
経
文
中

に
妄

に
増
猛
す

る
所
が
あ

つ
た
。
元
來
此
経
を
讃
諦
す

れ
ば
無
量
無
邊

の
薦
徳

が
あ

る
ご
云

ふ
堺
で
、
護

法

の
苦
心
よ
り
生
じ
た
事
で
は
あ
ら
う
け
れ
共
、
本
交
の
増
盆
挿
入
ピ
云
ふ
事

に
よ

つ
て
経
文
が
隔
絶
し
意
義

が
不

醗
に
な

つ
た
の
で
あ
る
6

此
灘
は
佛
経
傳
持
者
の
罪
で
あ
つ
て
今

日
か
ら
は
之
を
考
融
し
本
文
銑
評
を
魏

へ
で
然
る

後

に
之
を
讃
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
ご
も
言

つ
て
ゐ
る
。



三

、

金
鰯
纏
全
膿

の
本
文

に
醤
す

る
疑
問
は
、
誰
し
も
持
ち
得

る
厨

で
あ
つ
て
、
早
く
か
ら
之
に
關
す
る
學
者
の
研
究

も
あ

る
に
は
あ
る
が
、
其
の
最
も
光
彩
あ
り
考
謹
精
密
な
る
も
の
は
吾
松
本
博
士
の
金
剛
経
ご
六
組
壇

経

の
研

究

(
大
正
九
年
啄

一九
一
三
干
)
で
あ

ら
う
。
け
れ
共
箭
曲
園
も
夙

に
此
黙

に
淫
意
し
含

の
金
剛
経
の
本
交
が
雑
揉
で
あ
る
事
を
認
定

し
、
松
本
博
士
の
そ
れ
に
先

つ
こ
ε
凡
そ
三
十
年
前

に
於
て
、
稽
精
細
な
る
研
究
を
途
げ
、
以
て
経
文
中

に
於
け
る

後
人
附
盆
の
部
を
摘
鵠
し
之
を
藪
別
し
て
其
謹
左
五
條
を
も
概
括
し
て
、
金
剛
経
註
の
序
丈
に
遽

べ
て
ゐ
る
。
曰
く
、

今

の
金
鰯
縷
第
七
分
の
絡

に

「
一
切
賢
聖

。
皆
以
　無
爲
塗

。
而
有
二差
別
輔。

・

こ
い
ひ
、
次

に

,

(第
入
分
の
初
)

須
菩
提
。
於
レ意
云
何
。
若
人
満
二三
千
大
千
世
界
一七
寳
。
以
用
布
施
。
是
人
祈
ゾ得
顧
徳
、
寧
爲
多
不
。
須
菩
提
言
。

甚
多
Q
世
奪
。
何
以
故
。
是
編
徳
郎
非
一福
徳
性
一。
是
故
如
來
説
乱
幅
徳
多

。
若
復
有
レ人
。
於
一一此
経
中
一。
受
昌持

乃

至
四
句
偶
等
一。
爲
一一他
人
一説
。
其
繭
勝
レ彼
。
何
以
故
。
須
菩
提
。

}
切
諸
佛
。
及
諸
佛
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
法
。

皆
從
昌靴
経
嚇識
◎

ご
あ

る
け
れ
畿
ハ、
先

に

一
切
賢
聖
云
々
ぜ
い
へ
る
は
下
藤入
に
あ

る
胱
の

清
儒
余
曲
園
定
そ
の
金
罰
経
注
(
一
)

三
九



清
儒
命
助
園

定
そ
の
金
鰯
経
注
(
}
)

四

〇

、1
今
第
九
分
初

須
菩
提
。
疹

謂
佛
法
者
。
帥
非
彿

油
一。
須
菩
提
。
於
"意
云
何
。
須
陀
澄
能

作
一是

念
一径
須

陀
漉
果
一不
。
須
菩
提

言
。
不
也
。
避
愈
。
何
以
故
。
須
陀
恒
名
爲
　入
流
一。

不
レ入
=色
聲
香
味
鰯
塗

。
是
名
コ須
陀
澄
一。
云

存

ご
い
ふ
須
陀
涯
の
諸
交
の
登
端
を
爲
す

も
の
で
あ

つ
て
、
須
陀
澄
果
よ
り
如
來
地
に
至

る
も
の
が

一
切

の
賢
聖
で
あ

る
こ
ご
を
説
く
段

で
あ
る
。
然

る
に
此
の
中
間

に
七
寳
布
施

の
文
を
挿
入
し
π
爲

に

一
切
賢
聖

ビ
は
意
味

の
連
絡

を

歓
ぐ
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。
是
後
人
が
附
盆
し
た
謹
の

一
で
あ
る
。
叉
今

の
第
十
秀

の
中

に

須
菩
提
。
讐
如
レ有
菖人
身
如
昌須
彌
山
王
一。
於
レ意
云
何
。
是
身
爲
〆
大
不
。

須
菩
提
言
。
甚
大
。
澄
曾
。
何
以
故
。

　

　

　

　

　

　

　

　

佛
説
三非
レ身
。
是
名
一一大
身
一。

ご
あ
る
所
の
佛
説
非
身
是
法
大
身
は
是
は
響
喩

の
詞
で
あ

つ
て
下
文

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

所
以
者
何
。
佛
説

駿

若
波
羅
蜜

帥
非
駿

若
波
羅
蜜

。

ざ
あ
る
の
が
正
慧

で
あ
る
。
然

る
に
其

の
中
間

に
今
文
で
は

須
菩
提
。
如
澄

河
中
所
レ有
沙
数
嚇。
如
レ是
沙
等
渣
河
。
於
レ意
云
何
。
…
…
…
我
今
實
言
告
レ汝
。
若
有
昌
善
男
子
善

女
人
一。
以
ユ七
寳
一溝
爾

所
澄
河
沙
数
三
千
大
千
世
界
も

以
用
布
施
Q
得
二
嘱
多
不
Q
須
菩
提
言
。
甚
多
。
童
奪
。

云
々

等
の
七
寳
布
施

の
文
が
這
入

つ
て
來
た
爲

に
此
間
の
丈
義
が
隔
絶
し
て
ゐ
る
。
是
は
後
人
附
盆
の
第
二
謹
で
あ

る
。

佛

が
経
を
説
き
終

つ
て
か
ら
讃
歎
の
言
を
述

べ
る
ご
云
ふ
の
が
普
癒

の
騰
例
で
、
假

へ
ば
携
嚴
経

の
末

に



若
養
衆

生
一。
能
踊
　難
経
一。
能
持
一}此
究
一。
直
成
壼
口握
}。
無
　復
魔
業
一。

ご
云

ふ
が
如
き
で
あ
る
o
然

る
に
此
経

で
は
慮

々
に
之

に
及
ん
で
ゐ
る
。
而
し
て
経
文
が
未
だ
掌
ば
な
ら
す
、
或
は

佛

の
意
旨
が
未
だ
宣

べ
ら
れ
て
ゐ
な

い
に
係
ら
す
須
菩
提
は
軌
ち
衆
生

の
信
不
を
問
ひ
、
世
奪
は
軌
ち
是
経
の
福
徳

を
陳

べ
℃

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
何
故

に
か
く
も
忙
し
く
急
遽
に
渡

る
の
で
あ
ら
う
。
是
其

の
疑
問

こ
す

べ
き
黙

で
あ

つ
て
、
恐
ら
く
後
人
の
附
盆

に
か

、
る
も
の
で
あ
ら
う
Q
是
れ
其
の
第
三
謹
で
あ
る
。

又
佛
経
で
は
普
遥
経
交
が
既

に
詑

つ
て
自
ら
経
名
を
表
す

の
で
あ

つ
て
、
豆
力
長
者
経
の
末
に

阿
難
白
レ佛
言
。
此
経
當
　以
レ何
名
一Q
我
等
云
何
受
持
。
佛
告
一一阿
難

此
経
名
日
一一亘
力
長
者
所
問
大
乗
経
一。

ε
あ

る
が
・如
き
が

一
般

の
禮
例
で
あ
る
Q
然
る
に
此
経
で
は
所
謂
第
十
三
舜
中
に
之
を
講

し
も

　

　

も

も

　

　

も

　

爾
時
須
菩
提
。
自
レ佛
言
。
澄
奪
。
當
"何
名
庇

経

。
我
等
云
何
奉
持
㌔

佛
告
'須
菩
提
も

是
経
名
爲
一金

剛
般
若
波

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

　

　

羅
蜜
経
一。
以
一一是
名
字
一汝
當
　奉
持
一。

、

ご
言

つ
て
あ
る
。
未

だ
経
文
を
説
か
ぬ
先

に
経
名
を
説

い
て
ゐ
る
。
之
は
須
菩
提
の
問
も
世
尊
の
答
も
皆
序
を
失

つ

た
も
の
で
、
是
も
後
人
の
附
盆
ご
見
る

べ
き
、
其

の
第
四
讃
で
あ

る
。

又
金
剛
経
中
に
は
屡

々
四
句
偶
ビ
い
ふ
も
の
に
言
及
し
て
ゐ
る
。
然
し

こ
の
四
句
偶

ε
は
果
し
て
何
を
指
し
た
も

の
で
あ
ら
う
o
或
は
之
を

の

若

以
レ色

見
レ我
Q

以
昌昔
聲

一求
レ我

。
是

人
行
邪

蓮
。

不
レ能
昌見
如

來
一〇

清
儒
命
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
}
)

四

一



溝
儒
愈
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

四
二

の
四
句
だ
ビ
も
言
ひ
、
載
は

一
切
有
爲
法
。
如
二夢
幻
泡
影
㌔

如
レ露
亦
如
レ電
。
慮
レ作
二如
レ是
親
一。

の
四
句
だ
ご
も
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
果
し
て
何
れ
で
あ
ら
う
か
。
而
も
是
等

の
侮

の

一
は
、
今
本
の
所
謂
第

二
十
六

分

に
出

で
、
後

の
分

は
第

三
十

一
分

に
出

て
ゐ
る
機
な
次
第

で
佛

が
指
し
て
四
句
掲
ご
言

つ
た
際

に
は
、
其
よ
り
前

に
是
等

の
掲
は
少
し
も
鞍
表

さ
れ
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
o
然

る
に
之
を
聴
聞
す

る
須
菩
提
が
、
此

の
四
句
偶
の
何
た

る
か
を
問

は
な
い
の
は
如

何
な
る
理
由
で
あ
ら
う
か
o
嘗

て
榜
伽
経
を
讃
ん
だ
蒔

に
其
中

に
四
句
掲
ご
思

は
る
、
も

の
を
嚢
見
し
た
が
其
は
本
來
金
剛
経
に
あ
る
交
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
疑

ふ
ら
く
は
佛
が
李
常
此
四
句
偶
を
以

て
金

,

鰯
経
ご
董
び
授
け
π
の
を
諸
弟
子
後
人
が
逡
に
牽
連
し
て
之

に
及

ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
此
れ
現
存
漢
課
経

の
中

に

後
人
の
附
盆
の
あ
る
第
五
讃
で
あ
る
。
(四
・句
偏
…に
關
す
ろ
倫
…曲
園
の
創
見
に

後
に
之
為
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る

)

以
上

の
如
き
五
謹
は
金
剛
経

な
る
も
の

の
本
丈
中

に
後
人
の
附
藤
窟
入
の
あ

る
こ
ご
を
明
に
物
語
る
も
の
で
、
之

有

る
に
由

つ
て
叙
述

の
次
第
を
餓

し
、
其
旨
を
晦

か
ら

し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

思

ふ
に
箭
臨
園

の
本
交

に
野
す

る
こ
の
批
評
が
果
し
て
全
部
姜
嘗
な
り
や
否
や
は
、
今
俄

に
鋼
断
し
難

い
か
も
知

れ
譲
。
今

一
暦
深

い
根
本
的
な
研
究
を
科
學
納
方
法
か
ら
出
登
し
て
、
爲
し
遽
げ
て
見
た
上

で
の
問
題
で
は
あ
る
が
、

一
函
嬬
家

の
立
場
で
、
肖

瓢
の
考
謹
酌
興
味
か
ら
で
は
あ
ら
う
が
、
佛
典

の
本
丈
を
丈
賑
思
想
の
上
か

ら
解
剖
論
断

し
、
他
経
の
盤
例
ε
比
較
論
謹
せ
ん
こ
す

る
態
度

に
は
捨
て
難
い
意
味

を
残
し
て
臭
れ
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
(、
爾



彼

に
は
小
さ
い
字
句
上
の
考
働

に
つ
い
て
相
當
合
理
的
な
見
識
を
示
し
た
箇
所
が
往

々
あ

る
が
、
其
丈
で
な
く
、
護

経
で
疑
黙
こ
す

べ
き
諸
黙

で
、
禽
氏

の
看
過
し
た
所
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
其
方
面
は
、
上
蓮

の
松
本
博
士
の
圃
じ
研

究
考
讃

ご
併
せ
考

へ
る
な
ら
ば
大

い
に
利
す

る
所

が
あ
ら
う
ご
思

ふ
。

そ
れ
か
ら
叉
愈
曲
園
は
、
今
本
金
剛
経
が
今

目
の
如
く
章
を
分
ち
其
に
法
會
因
由
分

こ
か
慮
化
非
眞
身

こ
か
の
名

幕
を

つ
け
三
十
二
分
ε
し
て
ゐ
る
の
は
全
く
本
來
の
形
で
は
な
い
。
之
は
梁

の
昭
開
太
子

の
定

め
た
所

ご
傳

へ
る
け

れ
共
、
其
す
ら
疑
は
し
い
o
元
來
是
経

に
さ
う
し
た
分
章
が
あ
つ
た
鐸
で
も
な
く
名
昌
が
存

し
た
の
で
も
な
い
o

儒
激
其
他

の
古
典

で
も
然
り
で
古
書

に
は
篇
名
は
あ

つ
て
も
章
名

が
あ

つ
た
者
は
な

い
の
で
あ

る
o

も

あ

　

も

　

　

　

世
尊
。
金
剛
経
分
　三

十
二
舜
一。
各
良
有

名

目
一。
爲
篇梁

昭
明
太
子
所
ジ
分
。
此
最
爲
臨
無
理

。
殆
俗
僧
所
レ爲
而
託
二

　

　

　

　

之

昭
明
一也
。
凡
古
書
分
章
大
傘
類
レ既
。
(
註
二
+
一
)

・

ご
云
ひ
、
自
分
は
章
句
を
事

こ
す

る
晒
儒

で
晩
年
に
佛
敏
を
か
ち

つ
π
も
の
で
西
奈
の
大
義
に
於
て
は
何
等
聞
く
所

を
有
た
綴
も
の
で
あ

る
が
、
此
経
に
は
籟
に
猫
得
の
見
が
あ

る
の
で
,
之
を
註
繹
す

る
に
當

つ
て
本
経
文
を
分

つ
て

上
下
の
こ
篇

こ
し
、
上
篇

は
七
笛
、
下
篇

は
之
を
十

一
節

ご
し
都
合
十
入
籔

ご
し
て
見
だ
。
そ
し
て
從
來

の
経
文
中

で
後
人

の
附
加
挿
入
し
た

こ
思
は
る
る
も
の
を
術
文
こ
し
て
省

い
て
眺

め
て
見
る
ご
脈
絡
が
分
明
で
、
五
頑
弘
忍
灘

師
の
所
謂
「
講
二此
経

。
亘

以
見
性
成
佛
一。
」
ζ
言

つ
た
も
の
も
其
の
大
概
を

つ
か
む
事

が
出
來

る
や
う

に
思
は
れ

る
。

(註
二
+
二
)
ビ
肖
逃
し
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
禽
曲
園
は
、
從
來
の
舜
段
章
句
の
法
を
破

つ
て
、
最
初
の
『
如
是
我
聞
』
の
駈

清
儒
愈
曲
園
亡
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

四
三



清
儒
命
曲
園
ε
そ
の
金
剛
経
注
(
扁
)

四
四

か
ら
今
本
の
第
十
五
分
中
に
属
す

る

『
如
呂人
有
レ目
、
日
光
朋
照
。
見
二種
種
色
一。
』
に
至
る
も
の
を
七
節

に
涯
舜

し
之

を
上
篇

ご
し
、
所
謂
帥
往
即
降
伏
或
は
無
實
無
虚

の
大
旨
を
反
覆
串
明
し
π
も
の
ご
し

「
須
菩
提
。
當
來
之
世
。
若

有
善

男
子
善
女
人
一。
能
於
庇

経
一。
受
持
護
諦
。
」
以
下
「
當
知
。
是
経
義
。
不
レ可
一恵

議
一。
果
報
亦
不
レ可
一恵

議
一。
」
迄

の
讃
歎
丈
を
術
文
で
後
人
の
竃
入
と
し
て
捌
り
、
下
篇

は
『
爾
時
須
菩
提
自
レ佛
言
。
世
尊
。
善
男
子
善
女
人
。
登
二阿

褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一。
云
何
慮
住
Q
云
何
降
二
伏
其
心
一。
…
…
…
』

て
ふ
今
本
第
十
六
分
中

の

一
段

を
以

て
始
り

最
後

の
=

切
世
間
天
人
阿
須
羅
。
聞
彿

所
説
剛。
皆
大
敷
喜
。
信
受
奉
行
。
L
の
末
文
ま
で
を
十

一
節

ご
定

め
て
ゐ
る
。

而
し
て
下
篇

の
義

は
皆
上
篇

の
中
に
具
は
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
其
内
或
は
上
篇
中
で
未

だ
霊
さ
れ
て
ゐ
な

い
瓢

を
引
申
し
、
或
は
其

の
未
だ
備
ら
ざ

る
黙
を
補
盆

し
て
ゐ
る
。

そ
し

て
詳
略
往

々
上
下
篇
を
萢

じ
て
互

に
見
れ
て
ゐ

る
所
を
見

る
ε
、

こ
れ
は
恐
ら
く
佛
弟
子

の
間

に
於
け
る
傳
述
の
相
異
し
た
も
の
が
翔
度

に
存
在
し
、
畠
ら
別
に
行

は
れ
π
も
の
で
あ
ら
う
が
、
支
那
に
傳
入
す

る
に
及
ん
で
遽

に
合
し
て
之
が

一
ビ
な

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て

如
是
我
聞

の
襲
端

か
ら
信
受
奉
行
の
総
括
ま
で
首
昆
を
聯
綴
し
て
再
び
分

つ
可
ら
ざ
る
も
の
ご
し
た
ら
じ

い
。

(註
二

+
三
)
こ
の
愈
曲
園

の
考
察

は
大
禮

の
見
當

が
吾
松
本
博
士

の
説
ご
相
似

て
ゐ
る
様

に
思
は
れ
る
。
(註
二
+
四
)

!

未
完
!

(
註

一
)
、
凶
内
晋
卿
氏
、
「
支
那
佛
教

更
之

研
究
」中

、
「
満

潮
帝
室

定
佛
教
」
の
條
に
詳
観

さ
れ

て
ゐ
ろ
。

き

　き

(
註

二
)
、
清
、
帽
勲

、
國
朝
宋
學
湘
源
寵
附
寵
、
簾
香
聞
師

の
條
、
先
生
諌
起
鳳
、
字
家
三
、
少
孤
依
二鼠
氏
廣
嚴
繭
公
一、
…
…
先
生
從
炉
師
讃
、
輪
公



、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

即
奥
人
所
レ
穏
不
二
和
樹
也
Q
間
興
一一先
生

脚論
幽一出
世
法

触
韓
解
悟
o
乃
大
喜
日
、
「
末
法
衆
生
、
不
レ
識
昌
心
原
一
儒
佛
互
學
、

子
欲
レ
見
二儒
者

触勇
説
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

法
要
{
以
一一見
性

一爲
レ
宗
、
誠
能
見
性
、
何
儒
佛
之
有
。
」
先
生
之
學
、
出
昌
入
儒
佛

{
所
二
由
來

一
夷
。

(
註
三
)
、
同
書
、
羅
有
高

の
條
、

三
十
年
慮

一順

天
郷
試

↓
出
二
彰
芝
庭

先
生
之
門
噴
與
二
彰
公
子
尺
木

居
士

'友
善
Q
屡
至
=
墨
門

ハ
圭
昌
其
家

嚇
同
修
昌
浮

業

一閉
ソ
關
七
旬

、
讃

二首

楊
嚴

=
参
=
究
上
乗
弔
…
…
之
二
石
党
山
曾
舎
噛
日
諦
一一華
嚴
絶
唖
修
二
念
佛

三
昧
噂
尋
至
=
揚
州
高
妥
寺
ハ
圭

曾
貞
公
照
月
、

門
風
甚
峻
、
属
呈
昌
見
解

一
不
レ
許
、
日
、

曲
是

口
頭
學
、
得
何
開
呂本
分
{
詰
以
=
古
徳

機
鋒
刈
不
レ
能
γ
封
、
乃
嚢
憤
入
二
麗
室
{随
レ
衆
起
倒
、
書
夜
塗

究
、

居
牛
年
、
稜
疑
頓

繹
、
遂
僻

去
o

(
註
四
)
、
同
書
、
注
愛
盧
師

の
條
、
肚
歳
讃

二
陳
龍
文
集
(
菓
昌
其
爲
フ
人
、

思
ノ
見
レ
用
二
於
世
↓
既

而
讃
昌
宋
五
子
書

{
叉
讃
=
西
來
梵
簾
噴
始
悟
=
其
非

嚇

謂
趙
宋

以
來
儒
與
ゾ
佛
争
、
儒
與
γ
儒
畢
、
鰺
蕊
紛
転
、
莫
二
能
是
正
蝋
乃
統
二其

同
異

噴
通
昌
其
隔
蘭

↓
彷
昌
明
趙
大
洲

二
通
之
作

執
著
三
一録

三
録

噴
以

明
一一経
世
之
道
触
叉
著
呂
讃
書

四
十
偶

私
記

唖
以
通
二萬
世
之
法
哨
、嘗

謂
レ
藩

日
、
吾
子
二儒
佛
書

執
有
一一
一
字

一
句
、
悟
レ
之
十
絵
年
始
通
者
(
讃
三

一錐

三
録

噛
當
下
通
菖
其
可
レ
通
者

h
不
占
可
旨
張
通
=
其

不
レ
可
レ
通
者
殉

(
註
五
)
、
同
書
、
彰

尺
木
居

士
の
條
、
尺
木
居
士
、
又
號
昌
知
録
子

n
名
紹
升
、
字
允
-
初
、
大
司
馬
芝
庭
公
之
四
子
也
Q
入
齢
蹟
=
子
戸
閾

触損
二
一
目
哨

早
歳
暴
=
子
郷
噴
乾
隆
己

丑
成
二遙

士
噛
例
選
二
知
縣

一
不
レ
就
、
生
性
純
厚
、
稟
=家
教

ハ
讃
二儒
塁
具

謹
二
縄
尺
噴
初
慕
=
洛
陽

買
生
之
爲
ツ
人
、
思
レ
有
下

以
昌建

白
一樹
中
功
名
島
後
讃
二
先
儒
霊
具

遽

一
志
二
子
儒
言
儒
行

h
尤
喜
昌陸

王
之
墨
あ

及
下
與
一一騨

注
二
先
生
一遊

お
乃
閲
一一大
藏
経

噴究
=
出
世
法
噴紹
レ
欲

素
食
久
之
、
臨
型
心
浮

土
哨
特
戒
甚
嚴
、

好
作
呂
有
爲
功
徳

{
鳩
昌
同
人
一施
レ
衣
施
レ
棺
甑
レ
黎
放
レ
生
、
郷
人
多
化
γ
之
、
修
臥
浮
業

【後
、

一
切
屏
去
、
惟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

護
昌
古
徳
書

剛
間
作
=漢
隷

圃
牧
階島
呪
金
石
丈
字

夙
云
々
…
・三
乾
隆
四
十
九
年
、
大
司
馬
卒
後
、
往
昌
深
山

一脅
静
、
滲
二
究
向
上
第
∴

義

哨貞

云
、
當
緊
沈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

レ舟

破
γ
釜
血
戦

一
番
、
"掃
二
霧
群
魔

↓
以
選
中
天
明
か
作
出蓼
語

↓
示
躊諸

兄
子
↓
久
之

叉
復
家

居
、
尋
卒
o

(
一註
山ハ
)
、
同
書

、
程
在
仁
の
條
Q

(
註
七
)
、
定
愈

丈
集
巻
下
。

戒
將
露
文
。
嚢
大
心
丈
。
知
錨

子
讃
o

定
盆

丈
集
補
、
支
那
古
徳
逡
書
序
Q

重
輯
六
妙
門
序
。
重
栞
圓
蝿
経
略
疏
序
、
等

塗
照
、
(
四
部
叢
刊
本
)

(
謎
入
×

梁
啓
超
著
、
滴

代
學
術
概
論
、
蛉
分
期
褒
落
期
、
九
佛
學
o

満
儒
命

曲
園

定
そ
の
金
剛
経
注
(
触
)

四
五



滴
儒
愈
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
一
)

四
六

(
謎
九
)、

春
在
堂
全
書

中
、
、曲
園
由
蓮
詩
「
束
髪
從
ゾ
師
戴
乗

震
o
し
肖
注
、
余
讃
こ書
藻
践

ハ
所
レ從

師
露
二
戴
始
仲
先
生

{
発
威
母
戴
太
夫
人
姪
孫
也
9

(
註
十

V
、
春
在
堂
尺
履

一
、
興
二
戴
子
高

ゆ
又
與
二
戴

子
高
↓
又
與
一一戴
子
高
鱒

(
註
十

一
)
、
第

}
縷
叢
書
之
八

ノ

一
、

詰
経
精
金
膚
課
丈
、

及
第

一
縷
叢
書
九

ノ

一
、
湖
縷
筆
談
。

(
註
十

二
)
、
春
在
堂
錐
要
、
0
群
経
亭
議

三
十
五
巷

ノ
條
、
余
治
レ
経
以
二高

郵
王
践

一爲
y
宗

、
其
大
要
在

正
二
句
讃
蝋
審
二
字
義
噛
通
=
古
文
假
借
哨
是
書

霜
附
昌
王
氏
纒
義
述
聞
之
後
ご
駕
々

同
書
、

○
諸

子
亭
議
三
十
五

雀
ノ
條
、
是
書

綴
二群
経

亭
議

一・而
作
。
窺
附
二
王
氏
讃
書
雑
志
之
後

噴
云
々

○
曲
園
自
蓮
詩

二
、
十
年
春
夢
付

二東
流

哨
術
翼
名
山

一
席
留
、
既
是
肇
講
求
経
義

輔始
、
辮
香
私
貞
奉
二高

郵
ゆ
ノ
肖
詫

二
,是
年
夏
間
無
事
、
讃
二
高
郵

王
氏
讃
書
雑
志
、
廣
雅
疏
誰
、
経
義
述
聞
諸
書

一而
好
レ
之
、
滋
有
γ
意
レ
治
〆
経
奥
。

(
註
十

三
)
、
第

一
縷
叢
書
五
、
宵
書

疑
義
學
例
Q

(
誰
十
四

)
、
春
在
堂
鐘
翼

ノ
中
、
金

剛
経
一訂
義

の
條

云
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

余
手
二
書
金
剛
経
嘩
爲
幡一内
子

一資
二冥

瀦
剛
因
成
二
訂
義

一
巻

夙
蓋
師
以
二
詰
経
之
法

一讃
器佛
経

一也
Q

(
註
十

五
)
、
同
書

ノ
中
、
金

剛
経
注
ノ
條

云
、

余
奮
有
二
金
剛
経
訂
義

一
巷

剛
刻
入
一一愈
縷

襟
纂

帆
然
未
レ得
一一其
要
領
ハ
謁
諦
久
レ
之
乃
知
、
世
傳
昭
明
所
レ定

三
十

二
分
、
實
強
作
レ
解
レ
事
者
、
此
経

轡
閏
レ
分
二
上
下
二
巻
n
其
雫
有
二
佛
弟

子
附
盆
者

↓
錐
ジ
未

二敢

捌
創
取

一要
當
二分
別
存
7
之
、
而

以
=
即
猛
郎
…降
伏

一爲
三
全
経

大
帥
致

敢
復

爲
二
曲
注
{
嚢
二

明
無
實
無
虚
之
義
幻

(
註
十
山ハ
)
、
五
翻粗
弘
怨
灘
師
㎜
肋來
金
剛
…経
誹讃
幽噛訥
流
行

ノ
コ
ト

ハ
曲將
之
・奇
「ノ
四
巷
煙
切伽

山序
二
屯
出
ヅ
O

(
融
十
七
)
》
禽
曲
園
、
金
剛
経

注
序
丈

＼

(
註
十
八
)
、
熊
曲
園
、
金
剛
経
訂
義
第

一
、
及
金
剛
経
注
序

(
註
十
九
)
山
照
,弗

全
部
、
論
語
解

二
由

ッ
、
日
ク
「
趾
語
子
貢
論
=
怒
之
行
鴎

而
孔
子
勘
γ
之
也
o

不
レ
日
下
非
昌爾
所
ジ
能
也
卸
而
日
γ
非
=爾

所
フ
及
、
則
知

レ
雰
幡一抑
而
禁
V
之
也
夷
Q

夫
恕
之
行
、
聖

人
之
所
ぬ
難
焉
Q
敢
錐
二
子
貢
ハ
而
未
一一輕
許
。
之
O

働
瀟
使
ド
勉
γ
之
夷
O
し
(
績
月

本
名
家
四
書

註
程
…全
書

ぶ
)



(
註
二
十
)
、
「
不
レ枝

不
レ
求
、
何
用
不
威
」
。
馬
融

ノ
註

二
、

伎
害
也
満
戚
善
也
、
言
下
不
二伎
害

硝不
一一貧

求
一何
用
爲
レ
不
レ
善
、
疾

二貧
悪
枝
害
一之
詩
鱒

泓
ロ丙
ノ
疏
、
孔

子
言
レ之

以
善
二
子
路
一
也
o
子
路
終
鈎
諦
レ之
者
、
子
路

以
二
夫
子
善
ジ
己
、
故
常
爾
レ
之
Q
子
日
、
是
道
魑
何
足
二
以
威

一者
、
孔

子
見
二

子
路
諦
γ
之
不
ゆ
止
、
催
障
其
伐
歩善
、
故
抑
レ
之
o
(
十

三
経
註
疏
本
)

(
註

二
十

一
)
、
愈
曲
園
、
九
九
錆
夏
鋒
巻
五
、
古
書

有
篇
名
無
章
名

ノ
條
Q

(
註
二
十

二
)
、
命
曲
園
、
金
剛
経
注
序

ノ
宋
段

(
註
二
十
三
)
、
・前
曲
園
、
金
剛
経
注
下
篇
、
宋
尾
注
丈
o

(
註
ご
十
四
)
、
松
本
文
三
耶

氏
、
金
剛

経
定
六
組
檀
経
の
研
究
入

三
頁
ー
ー

ご
ご
五
頁
峯
照
、

(
昭
和

三
、
五
、

三
〇
稿
)

　
り

　
　

こ

　

從
γ生

至
γ老

只

遙

漢
。

そ

　
　

　

錐
レ無
　形

段

一却

語
…説
。

　

　

如

今

何
慮

是

紅

燈
Q

　
ひ

　

塞

生

老

尖

渾

不
レ知
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